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浜田・若竹統合保育園整備事業について 

 

１ 経 緯 

（１）市立保育園の現状 

・浜田保育園 ⇒ 昭和 52 年建築 地盤沈下があり、施設の老朽化が進んでいる。 

・若竹保育園 ⇒ 昭和 42年建築 耐用年数 40年超過、施設の老朽化。 

※特に、若竹保育園においては、早急な施設環境の整備を図ることが必要。 

 

（２）市立保育園に求められる保育・教育について 

      市民ニーズが高いにも関わらず、低年齢児の入所や発達に課題を抱える児童の

増加により、保育士不足が生じており、民間保育園での特別保育(一時預かり、休

日保育など)の実施が困難になっている。 

特別保育の充実や発達に課題を抱える児童への専門的な関わり、子育て支援の

機能を充実させることが求められている。 

 

 

２ 統合園概要 

（１）定員 ⇒統合当初の入所定員は１４０人程度 

(各年度 4/1 現在) 

児童数 定員 H27実数 H28実数 H29実数 H30実数 統合時定員 

浜田保育園 90人 89人 80人 82人 87人 

140人 若竹保育園 60人 52人 48人 51人 52人 

合 計 150人 141人 128人 133人 139人 

※統合後の定員は、現在の定員と入所児童数の現況を考慮して設定 

※H30年 3月 1日の児童数は浜田保育園 93人、若竹保育園 55人の合計 148人。 

 

  （２）保育内容 

ニーズに応じた保育を行い、まちに開かれた保育園として、地域の子育て支援 

     の拠点保育園とする。 

① 特別保育（一時預かり保育・障がい児保育・休日保育）の充実 

② 子育て支援センターを併設し、地域子育て支援事業の充実 

③ 災害対応時の妊婦や乳幼児の避難所としての機能を付加 

 

資料３ 

老朽化した保育園(浜田保育園、若竹保育園)2園を統合し、新保育園を建設する。 



３ 建設場所等 

 （１）所在／酒田市亀ケ崎六丁目１０番１～８〔現在、酒田共同火力発電㈱社宅〕 

（２）地目／宅地 

（３）地積／５,６６４㎡ 

（４）土地の取得／市議会６月定例会議決（平成 30年 6月 13日） 

 

 ４ 事業内容(設計、建設工事等)  

（１）内容／設計業務委託、地盤調査業務委託、工事監理委託、建設工事、外構工事 

  （２）設計業務委託の事業者選定について 

   ① 選 定 方 法／公募型プロポーザル方式※により、審査会の審査を経て選定 

   ② 審 査 会／7月 5日実施。7月 12日に市ホームページで結果を公表 

   ③ 受託候補者／キャドウイング・山崎設計共同体 

 

 

   

 

 

 

 

 

 

５ スケジュール(予定) 

事  業 2018年（H30） 2019年 2020年 2021年 

用地取得（議決） 6月    

設計委託 8月～ ～5月末   

解体工事 10月～3月    

建設工事  2020年 1月～ ～11月  

外構工事   8月～12月  

備品搬入・合同保育   2021年 2・3月  

保育園開園    4月 

  

  

 

 

※プロポーザル方式とは･･･ 

委託業務等の契約の受託者を特定する場合において、一定の条件を満たす提案 

者から企画提案書の提出を受け、ヒアリングを実施した上で企画提案書の審査及

び評価を行い、委託業務等の履行に最も適した受託者を特定する方式をいう。 

技術力、経験、プロジェクトに望む体制などの提案書（プロポーザル）を求め 

て、公正に評価して設計者を選定する方式です。 

 


